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糎波 高 速 皮 切換スイ ッチ

1.緒 さE・
日

糎波大関ill:;!hW定において ，P. H. Dickeの方法に

イiえれば叉信機の利得変化の影響iま恨めて少くなるが.

m前忽(1)におL、て述べた如〈ア y テナ等償温度 と僚

:ij!lとなる回伺抵抗体の温皮(大葉沿)とのさ"が大きいと

きには，低周波士制画祭等の気渇変化及び屯iEf周波数変

化に基〈 利得変化の影響を比較的大き 〈受ける・ R.

11. Dickeの方法で手1.1号変化の影響を受けないのは，

アシテナ等償沼皮が大気散と等しいときである.従っ

ても し標準1住吉源を抵抗の代りに斤jぃ，その温度を常

にアソテナ等償温度に等しくなる践に調節Iし，標準雑

守源の温度を記録する践にすれば利得変化の影響を全

く受けない訳である.

そこて:孜々は第 1 図に7i:す~r!き方法在提案{宮)した.

第 1U土1

fl[JちE雲市雑音iZiとして殺音クライス トロ Y を用い，

-!;TJ換誌でこれとア y テナを交互に受仏ー機に接続し，i;/J 

J免It<分が受信機出力に現hない肢に約音グライストロ

y の電流を;♂J[1uしその電流を記録する方法である.

こ二に述べる切換スイッチは以上の方法に使用する

ド!的で研究したものであって， 米Tミ不完全でゐるが-

J(!f.l尉ト*告する.

柿沼 l塗精神藤英彦

ヲ~τて亡ゴ二 ごご二

試作したスイ ッチの中代表的なもの 2躍の寸法を示

す.単位はすべて粍である. 又材芋lは質鈴、(PjIさ3

mm)を用いた.

1 a I b 1 c↑ d i e1 f I f 

口云 手-1 11 .81可ふi竺~竺1 2.0 1:?~2
7 7チ 111.712.214.4112利川山o

務波管内に第3図の如〈 入れて回樽出衆る絞にする

と，図の如く霊芭になっている ときは直列共振して減

苦笑最も大きし 7J'(.2fのときは完全に電波を通過さぜ

る.

第 3図
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11.スイッチ 各部の寸法の中特性に最も大きな影響のあるのは d

スイ押チと しては「毛々 のものが考えられているが， とIであって，他の部分の寸法は大した影響はなく穴

J主々 は第 2図に示す如きものを用いた.これは波長 はな〈てもよい様であるが lを増加さしめるのと同じ

9.1 cmで減衰 60db程度得られたことが発表されてい 効果があり 微調に促利である.一般にdをi脅すと共振

るが，<"1各部の寸法，t実験的に決める以外に方法がな の fは小さくなる.そして Iの大なるものは遇治角

<.導波管の寸法， 波長等が~るので製作しすこスイ ヴ 3 db減衰の間の角)は大きいが，最大減衰さ主;ま小さ 〈

チの寸it、及びその特性について笥fsに主主ベる. なる.



スイリチ A，Bの回開角にもIする減衰を(7.K2Fのとき

を O。とする.)第4図に示す.波長は伊jれも 8cmで

ある.叉比較のために同窓スイ 内チの減衰をも示した・

A !主最大減衰丑ヵ;30db以上， 周波数特性は..1:60

MCで殆どI，lix薮特性に変化がない.超過角は68.4。で

ある.

Bの万1'1最大減表盆24db.周波数特性l'1:i.l¥く土2

~3MCで減衰lま念激lこ減少し且泌溢授が三つに分れ

ることがある.透過角;主 900である ・

第 4図

斗
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(B) 

第 5図は一万抵抗絡線したときの各国得角に対する

7 ドト，filYスを示す.同じ〈前列共照合 γる棒， rg 

環等とJi11?誌率的サッセプタ y スを'(jずることが分

る.水王子にしたとき他方、容溢的になることがらるがこ

れは火の大さを適汽にすることによりmすことが出来

ろ.

III.切換スイッチ

実験した切挽スイ・リチ{主in汲管分自主に第 6図の如〈

スイッチ2個を主にil'f角になる如〈掃入し.同時に 15

c!sで岡崎ずる核にした.スイヴチば 1同特で 2閲開

閉するから切換は 30c/sで行われる.

iFZi攻管分岐，，!E ~.'!で も H !flで も ス イ 内ザーの{立問ヵ:

交る丈で4羽生には大 してま2がないのでー 1Il践を用いて
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(a) 

(b) 

(c) 
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ジJ駁した.

スイヴチの位置は次の如くして定めた. 2分般に撃

介負荷.1分岐に短絡阪をおき短絡板のf玄置を変化す

ると 3分段より見たイ y ピーダy スは第7図の如く な

第 6図 るから，短絡仮の t立置の~

山一ι一化に対してイ y ←〆y ス

J 0 〆 関 2 変イ化ヒ凶カが:川ノイ村j

/1 _1 の最イ小、の{位立置を求めそこに

革衿卒 I " I スイ ヴチを澄し この棋に

第 7図

.tれば整合をとった時周波数特性がよい.

第8図(a)はスイヴチ Bを向いて一方が開，他方が

第 8図

(a) 

(b) 

閉のとき 3分岐よ り整合をとった場合同錦に伴うイ y

ピーダy ス変化を示す.

接合は分岐内部に絡を入れてとった.第S図(b)は

Aスイ ャチの場合で-ある.この図がら分るfm(Bz.用

いた場合切換の途中で繋合は A程怒く ならないが，

周波数特性I-t.Aに比して諮かに惑い.

試みに第9図の如くスイ・yチBz.用いた切J免スィ .y

チを変調輸の代りに用いて蛍光、灯tt奮を測定した結

果， この程度のものでも周波数特性さえ改善されれば

充分用い得ることが分った.

IV.特性の改善(計画)

周波数特性をよ〈するにはス イヴチ Aを用いた方が

よい.併し切換の途中で主主しく整合が怒くなる.

今 日連j分肢の S.Matrixを

/SII S目 Sn¥

I S2J S~~ S.!， I 

¥S31 &2 S3'/ 
(1) 



乏し，二つのスイ γチのアドミヴタ y スを夫々 jb，jc 

とする.

3分岐より見て常に整合がとれ従って 1，2分岐より

犬々大さ Pなる電力の波を入れた時 3分岐に?古に P

なる電力が出て来る核な理惣的な切換スイッチは， 分

岐の S-Matrixが

日-jj)" 

212  
3・ 3' 3 

2 2 1 
3' 3' 3 

(2) 

で表わされ，且スイ ヴチは 1，2分肢の基準函よ り1/4

波長離れた位置におかれ，b=ーl/cなる関係になけ

ればならないことが示され得る・

この1時捌免スイヴチの S.Matrixは

I b2 jb -j、
lーロ平声戸'百万町'耳元l
I jb 1 b I 
z 一 一 一I (1+ jb)2' (1+jb)2' 1+ jbl 

I -j b _ I 
¥ 1 + jb ' 1 + jb ' V I 

となる.

これを災現十るには

S-Matrixが(2)で表わ

される如き盟a也的な 3

分岐回路をつくる必~
ヵ:ある.

これが出来れば~no

図の企11<すればよい.

第 10図

(3) 
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E型分肢を用いた場合も同様である.併しこの桜に

した場合スイ・νチ自身の周波数矧主力:よ〈ても他の部

分て慰くなる践では困るので， この点大いに被討をg:_:

する.

V.結言

以上筒E誌に試作した樋波切換スイ・yチについて述べ

たが，本経 L糎波太陽雑音受信装置の低}臓部におけ

る諸問題1で述ぺた如〈電源周波数変化と策混変化に

対「る安定度が著・しく向上され，緒言に主主ペた如き{混

雑な方法を用いる必要がなくなった.その鴛この切換

スイ ッチの奨験もー陵中止した.叉将来機会があれば

実験を続ける積りである・

終りに臨み穏荷街脂溶を頂いた本研究所問中存火助

教授に感謝の意を表する・
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